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損
害
賠
償
請
求
事
件
、
最
高
裁
平
成
二
九
年
（
受
）
第
一
七
九
三
号
、

平
成
三
〇
年
一
二
月
二
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
、
破
棄
自
判

〔
事　

実
〕

　

Ａ
は
、
平
成
二
二
年
二
月
、
Ｂ
に
対
し
、
未
公
開
株
の
購
入
代
金
名

目
で
金
員
を
詐
取
さ
れ
た
と
主
張
し
て
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
を
求
め
る
訴
訟
（
別
件
訴
訟
）
を
提
起
し
、
同
年
九
月
、
Ｂ
と
の
間

で
、
Ｂ
が
Ａ
に
対
し
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る

訴
訟
上
の
和
解
を
し
た
。
Ａ
の
代
理
人
弁
護
士
は
、
Ｂ
に
対
す
る
（
動

産
執
行
等
の
）
強
制
執
行
の
準
備
の
た
め
、
平
成
二
三
年
九
月
、
所
属

弁
護
士
会
で
あ
る
Ｘ
（
原
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
・
被
上
告
人
）
に

対
し
、
①
Ｂ
宛
て
の
郵
便
物
に
つ
い
て
の
転
居
届
の
提
出
の
有
無
、
②

転
居
届
の
届
出
年
月
日
、
③
転
居
届
記
載
の
新
住
所
（
居
所
）、
④
転

居
届
記
載
の
新
住
所
（
居
所
）
の
電
話
番
号
に
つ
い
て
、
Ｃ
（
郵
便
事

業
株
式
会
社
）
に
弁
護
士
法
二
三
条
の
二
第
二
項
に
基
づ
く
照
会
（
以

下
「
二
三
条
照
会
」
と
い
う
）
を
す
る
よ
う
申
し
出
た
。
Ｘ
は
、
上
記

の
申
出
を
適
当
と
認
め
、
平
成
二
三
年
九
月
、
Ｃ
に
対
し
、
上
記
の
事

項
に
つ
い
て
二
三
条
照
会
（
以
下
「
本
件
照
会
」
と
い
う
）
を
し
た
が
、

Ｃ
は
、
同
年
一
〇
月
、
こ
れ
に
対
す
る
報
告
を
拒
絶
し
た
（
以
下
「
本

件
拒
絶
」
と
い
う
）。
こ
の
た
め
、
Ｘ
及
び
Ａ
は
、
本
件
拒
絶
は
不
法

行
為
に
当
た
る
と
し
て
、
Ｃ
を
吸
収
合
併
し
た
Ｙ
（
被
告
・
被
控
訴

人
・
上
告
人
・
上
告
人
）
に
対
し
、
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

し
た
。
第
一
審
（
名
古
屋
地
判
平
成
二
五
年
一
〇
月
二
五
日
民
集
七
〇

巻
七
号
一
七
三
三
頁
）
は
、
Ｘ
及
び
Ａ
の
請
求
を
棄
却
し
た
た
め
、
両

名
が
控
訴
し
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
Ｘ
は
、
予
備
的
請
求
と
し
て
、
Ｙ

が
本
件
照
会
に
つ
い
て
Ｘ
に
対
し
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
の
確
認

〔
最　

高　

裁　

民　

訴　

事　

例　

研　

究　

四
六
七
〕

平
三
〇
3
（
民
集
七
二
巻
六
号
一
三
六
八
頁
・
金
判
一
五
六
七

号
八
頁
・
判
時
二
四
一
〇
号
二
八
頁
・
判
タ
一
四
六
〇
号
五
一

頁
）

弁
護
士
法
二
三
条
の
二
第
二
項
に
基
づ
く
照
会
に
対
す
る
報
告

を
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
適
否
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請
求
（
以
下
「
本
件
確
認
請
求
」
と
い
い
、
そ
れ
に
係
る
訴
え
を
「
本

件
訴
え
」
と
い
う
）
を
追
加
し
た
。
差
戻
前
控
訴
審
（
名
古
屋
高
判
平

成
二
七
年
二
月
二
六
日
民
集
七
〇
巻
七
号
一
七
五
四
頁
）
は
、
Ａ
の
控

訴
を
棄
却
し
た
が
、
Ｘ
に
関
す
る
原
判
決
を
変
更
し
、
主
位
的
請
求
の

一
部
を
認
容
す
る
と
と
も
に
、
本
件
確
認
請
求
に
つ
い
て
は
、
主
位
的

請
求
が
全
部
棄
却
で
あ
る
場
合
の
予
備
的
請
求
で
あ
る
と
し
て
、
判
断

す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ａ
の
訴
訟
承
継
人
及
び
Ｙ

が
上
告
及
び
上
告
受
理
の
申
立
て
を
し
、
Ｘ
も
附
帯
上
告
受
理
の
申
立

て
を
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
の
上
告
受
理
申
立
て
は
受
理
さ
れ
た
が
、
他
の

申
立
て
は
い
ず
れ
も
排
斥
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
一
次
上
告
審
（
最
判

平
成
二
八
年
一
〇
月
一
八
日
民
集
七
〇
巻
七
号
一
七
二
五
頁
）
は
、

「
二
三
条
照
会
を
受
け
た
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
は
、
正
当
な
理
由

が
な
い
限
り
、
照
会
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
す
べ
き
も
の
」
と

し
た
が
、「
弁
護
士
会
が
二
三
条
照
会
の
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の

は
飽
く
ま
で
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

て
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
弁
護
士
会

が
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
を
有
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
」
か
ら
、

「
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
を
拒
絶
す
る
行
為
が
、
二
三
条
照
会
を

し
た
弁
護
士
会
の
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て

当
該
弁
護
士
会
に
対
す
る
不
法
行
為
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
し

て
、
控
訴
審
判
決
中
、
Ｙ
敗
訴
部
分
を
破
棄
し
、
か
か
る
部
分
に
つ
い

て
Ｘ
の
控
訴
を
棄
却
す
る
と
と
も
に
、
本
件
確
認
請
求
に
つ
い
て
は
、

更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

　

差
戻
後
控
訴
審
（
原
審
。
名
古
屋
高
判
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
判

タ
一
四
四
六
号
七
六
頁
）
で
は
、（
ⅰ
）
本
件
訴
え
が
「
公
法
上
の
法

律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
」（
行
政
事
件
訴
訟
法
四
条
）
に
該
当

す
る
か
、
損
害
賠
償
請
求
に
本
件
確
認
請
求
の
追
加
的
併
合
が
許
さ
れ

る
か
、
控
訴
審
に
お
け
る
訴
え
の
追
加
的
変
更
が
認
め
ら
れ
る
か
、

（
ⅱ
）
本
件
訴
え
の
確
認
の
利
益
の
有
無
、（
ⅲ
）
本
件
拒
絶
の
正
当
理

由
の
有
無
等
が
争
点
と
な
っ
た
。
原
審
は
、（
ⅰ
）
に
つ
い
て
は
、「
二

三
条
照
会
が
公
法
の
性
質
を
有
す
る
弁
護
士
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
公

益
を
図
る
制
度
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
」
照
会
先
の
報
告
義
務
は

「
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
本
件
訴
え
は
、
民
事
訴
訟

で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
弁
護
士
会
は
、
行
政
過
程
の
主

体
で
は
な
く
、
二
三
条
照
会
に
関
し
て
公
権
力
行
使
の
権
限
を
付
与
さ

れ
て
い
る
と
も
い
え
な
い
し
、
報
告
拒
絶
も
行
政
過
程
上
の
行
為
と
は

い
え
な
い
か
ら
、
Ｘ
と
Ｙ
と
の
紛
争
は
「
行
政
過
程
に
お
け
る
紛
争
」

と
は
い
え
な
い
こ
と
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に

準
用
さ
れ
る
抗
告
訴
訟
の
規
定
を
本
件
の
訴
訟
手
続
に
準
用
す
る
必
要

性
も
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
等
を
挙
げ
た
。
そ
の
上
で
、
損
害
賠
償
請
求

と
本
件
確
認
請
求
は
、
同
種
の
訴
訟
手
続
に
よ
る
か
ら
追
加
的
併
合
は

許
さ
れ
る
し
、
請
求
の
基
礎
に
同
一
性
が
認
め
ら
れ
、
控
訴
審
に
お
け

る
訴
え
の
追
加
的
変
更
に
相
手
方
の
同
意
は
要
求
さ
れ
な
い
か
ら
、
本

件
訴
え
の
追
加
的
変
更
は
適
法
と
し
た
。（
ⅱ
）
に
つ
い
て
も
、
後
述

の
よ
う
な
理
由
で
、
肯
定
し
た
。（
ⅲ
）
の
正
当
理
由
の
有
無
に
つ
い

て
は
、
比
較
衡
量
に
よ
る
と
し
、
上
記
照
会
事
項
①
②
③
に
つ
き
報
告
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義
務
を
認
め
、
本
件
確
認
請
求
の
一
部
を
認
容
し
た
。

　
（
ⅱ
）
を
肯
定
し
た
理
由
の
概
要
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。「
本
件

訴
え
で
確
認
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
具
体
的
に
特
定
さ
れ
た
本
件
照

会
事
項
に
対
す
る
Ｙ
の
報
告
義
務
で
あ
る
か
ら
、
対
象
の
具
体
性
は
満

た
し
て
い
る
」。
即
時
確
定
の
利
益
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
二
三
条
照
会
制
度
の
趣
旨
及
び
弁
護
士
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
に
照

ら
せ
ば
、
弁
護
士
会
が
二
三
条
照
会
制
度
を
適
正
か
つ
円
滑
に
運
営
し
、

そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
弁
護
士
会
固

有
の
利
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
報
告
義
務
の
存

否
（
拒
絶
す
る
正
当
な
理
由
の
有
無
）
に
関
し
、
弁
護
士
会
と
照
会
先

の
判
断
が
食
い
違
っ
た
場
合
に
は
、
司
法
判
断
に
よ
り
紛
争
解
決
を
図

る
の
が
相
当
で
あ
る
」。「
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
拒
絶
に
よ
り
、
そ

の
よ
う
な
Ｘ
の
利
益
に
対
す
る
現
在
の
危
険
な
い
し
不
安
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
に
は
法
的
保
護
に
値
す
る
ほ
ど
の
具

体
的
か
つ
現
実
的
な
法
的
地
位
は
な
い
旨
の
Ｙ
の
主
張
は
採
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
（
な
お
、
Ｙ
は
、
二
三
条
照
会
に
基
づ
く
報
告
義
務
は
、

具
体
的
な
法
的
義
務
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
倫
理
的
な
指
針
と
し

て
の
意
味
し
か
有
し
な
い
と
も
主
張
す
る
が
、
二
三
条
照
会
制
度
の
趣

旨
に
照
ら
し
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）」。「
そ
し
て
…
…
本
件

確
認
請
求
が
認
容
さ
れ
れ
ば
、
Ｙ
が
こ
れ
に
応
じ
て
報
告
義
務
を
履
行

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
…
…
認
容
判
決
を
受
け
た
上
で
の
本
件

照
会
事
項
に
対
す
る
報
告
で
あ
れ
ば
、
Ｙ
が
Ｂ
か
ら
守
秘
義
務
違
反
を

理
由
と
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
て
も
、
違
法
性
が
な
い
こ
と
を
理

由
に
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
Ｘ
は
、
本
件
確
認
請
求
が
棄
却

さ
れ
れ
ば
、
同
一
の
照
会
事
項
に
よ
る
二
三
条
照
会
は
し
な
い
旨
明
言

し
て
い
る
か
ら
、
本
件
照
会
事
項
に
対
す
る
報
告
義
務
の
存
否
に
関
す

る
紛
争
は
、
判
決
に
よ
っ
て
収
束
す
る
可
能
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
、

本
件
紛
争
の
解
決
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
」
か
ら
、
即
時
確
定
の
利
益

が
認
め
ら
れ
る
。
方
法
選
択
の
適
否
に
つ
い
て
は
、「
照
会
先
に
対
し

て
『
報
告
せ
よ
』
と
の
給
付
判
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い

て
は
…
…
弁
護
士
法
に
は
報
告
拒
絶
に
対
す
る
強
制
履
行
の
規
定
が
な

い
上
、
照
会
権
限
に
つ
い
て
も
『
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。』

と
規
定
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
許
容
性

に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る
…
…
。
仮
に
、
給
付
訴
訟
が
可
能
で
あ
る
と

し
て
も
、
民
事
執
行
手
続
に
よ
っ
て
公
法
上
の
義
務
の
履
行
を
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
し
、
行
政
庁
で
は
な
い
弁
護
士
会
が

行
政
代
執
行
に
よ
る
義
務
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

本
件
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
本
件
拒
絶
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
否

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
が
、
訴
訟
手
続
を
利
用
し
て
本
件

照
会
に
対
す
る
Ｙ
の
報
告
義
務
の
存
否
の
判
断
を
得
る
に
は
、
確
認
の

訴
え
と
い
う
方
法
を
採
る
よ
り
ほ
か
な
い
」。
以
上
の
よ
う
な
原
判
決

に
対
し
、
Ｙ
が
上
告
受
理
を
申
し
立
て
、
受
理
さ
れ
た
。

〔
判　

旨
〕

　

破
棄
自
判
（
訴
え
却
下
）

　

二
三
条
照
会
「
の
制
度
は
、
弁
護
士
の
職
務
の
公
共
性
に
鑑
み
、
公
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務
所
の
み
な
ら
ず
広
く
公
私
の
団
体
に
対
し
て
広
範
な
事
項
の
報
告
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ

ば
、
弁
護
士
会
に
二
三
条
照
会
の
相
手
方
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
私

法
上
の
権
利
を
付
与
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る

報
告
を
拒
絶
す
る
行
為
は
、
二
三
条
照
会
を
し
た
弁
護
士
会
の
法
律
上

保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
当
該
弁
護
士
会
に
対
す
る

不
法
行
為
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
い
」（
本
件
第
一
次
上
告
審
判
決
）。

「
こ
れ
に
加
え
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
の
拒
絶
に
つ
い
て
制
裁

の
定
め
が
な
い
こ
と
等
に
も
照
ら
す
と
、
二
三
条
照
会
の
相
手
方
に
報

告
義
務
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
判
決
が
確
定
し
て
も
、
弁
護
士
会
は
、

専
ら
当
該
相
手
方
に
よ
る
任
意
の
履
行
を
期
待
す
る
ほ
か
は
な
い
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
確
認
の
利
益
は
、
確
認
判
決
を
求
め
る
法
律
上
の
利

益
で
あ
る
と
こ
ろ
、
上
記
に
照
ら
せ
ば
、
二
三
条
照
会
の
相
手
方
に
報

告
義
務
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
判
決
の
効
力
は
、
上
記
報
告
義
務
に

関
す
る
法
律
上
の
紛
争
の
解
決
に
資
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、

二
三
条
照
会
を
し
た
弁
護
士
会
に
、
上
記
判
決
を
求
め
る
法
律
上
の
利

益
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
確
認
請
求
を
認
容
す
る
判
決
が

さ
れ
れ
ば
Ｙ
が
報
告
義
務
を
任
意
に
履
行
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ

と
な
ど
の
原
審
の
指
摘
す
る
事
情
は
、
い
ず
れ
も
判
決
の
効
力
と
異
な

る
事
実
上
の
影
響
に
す
ぎ
ず
、
上
記
の
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な

い
」。「
し
た
が
っ
て
、
二
三
条
照
会
を
し
た
弁
護
士
会
が
、
そ
の
相
手

方
に
対
し
、
当
該
照
会
に
対
す
る
報
告
を
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
の
確

認
を
求
め
る
訴
え
は
、
確
認
の
利
益
を
欠
く
も
の
と
し
て
不
適
法
で
あ

る
」。

〔
評　

釈
〕

　

本
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
す
る
が
、
理
由
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

一　

本
判
決
の
意
義

　

本
判
決
は
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
が
あ
る
こ
と
の
確

認
を
求
め
る
訴
え
の
適
法
性
に
関
す
る
最
高
裁
の
初
の
判
断
で
あ
り
、

弁
護
士
会
に
よ
る
報
告
義
務
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い
て
、
確

認
の
利
益
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
二
三
条
照
会
の
照
会

先
が
報
告
を
拒
絶
す
る
場
合
、
二
三
条
照
会
の
申
出
を
し
た
弁
護
士

の
依
頼
者
（
以
下
「
依
頼
者
」
と
い
う
）
又
は
当
該
弁
護
士
（
以
下

「
申
出
弁
護
士
」
と
い
い
、
依
頼
者
と
併
せ
て
「
依
頼
者
等
」
と
い

う
）
が
、
照
会
先
に
対
し
、
損
害
賠
償
請
求
や
報
告
義
務
の
確
認
の

訴
え
を
提
起
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
損
害
賠
償
請
求

の
可
否
や
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
の
適
法
性
に
関
し
、
下
級
審
裁

判
例
に
は
対
立
が
み
ら
れ
た
。
本
件
は
、
弁
護
士
会
が
、
照
会
先
に

対
し
、
損
害
賠
償
請
求
及
び
報
告
義
務
確
認
請
求
を
し
た
初
め
て
の

事
案
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
帰
趨
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

最
高
裁
は
、
本
件
の
第
一
次
上
告
審
判
決
で
、
照
会
先
は
、
正
当
な

理
由
が
な
い
限
り
、
報
告
を
す
べ
き
も
の
と
し
た
が
、
報
告
を
拒
絶
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す
る
行
為
が
、
二
三
条
照
会
を
し
た
弁
護
士
会
に
対
す
る
不
法
行
為

を
構
成
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
弁
護
士
会
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
を
否
定
し
、
差
戻
後
の
本
判
決
で
は
、
弁
護
士
会
に
よ
る
報
告
義

務
確
認
の
訴
え
を
不
適
法
と
し
た
。
こ
の
二
つ
の
判
決
に
よ
り
、
最

高
裁
は
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
拒
絶
に
つ
き
、
弁
護
士
会
を

当
事
者
と
す
る
訴
訟
に
よ
っ
て
救
済
を
図
る
途
を
ほ
ぼ
閉
ざ
し
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
確
認
の
訴
え
は
、

民
事
訴
訟
か
行
政
訴
訟
（
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴

え
）
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
り
、
本
判
決
は
、
民
事
訴
訟
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
判
断
と
み
ら
れ
る
の
で
、
行
政
訴
訟
と
し
て
の

報
告
義
務
確
認
の
訴
え
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
の
立
場
は

明
ら
か
で
は
な
い）

1
（

。
ま
た
、
依
頼
者
等
に
よ
る
報
告
義
務
確
認
の
訴

え
の
適
法
性
に
つ
い
て
も
、
最
高
裁
の
立
場
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
い
ず
れ
の
点
に
つ
い
て
も
、
本
判
決
及
び
本
件
の
処
理

を
通
し
て
、
最
高
裁
の
消
極
的
な
態
度
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
（
後
述
四
参
照
）。

二　

裁
判
例

　

二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
の
適
法
性
に
関

す
る
従
来
の
裁
判
例
は
、
原
判
決
を
除
け
ば
、
依
頼
者
等
が
原
告
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
①
大
阪
地
判
昭
和
六
二
年
七
月
二
〇
日

判
タ
六
七
八
号
二
〇
〇
頁
、
②
岐
阜
地
判
平
成
二
三
年
二
月
一
〇
日

金
法
一
九
八
八
号
一
四
五
頁
、
③
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
名
古
屋
高
判

平
成
二
三
年
七
月
八
日
金
法
一
九
八
八
号
一
三
五
頁
、
④
東
京
地
判

平
成
二
四
年
一
一
月
二
六
日
判
タ
一
三
八
八
号
一
二
二
頁
、
⑤
そ
の

控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
二
五
年
四
月
一
一
日
金
法
一
九
八
八

号
一
一
四
頁
が
あ
る）

2
（

。

　

①
は
、
依
頼
者
が
、
勤
務
中
に
死
亡
し
た
親
の
診
療
を
行
っ
て
き

た
病
院
を
被
告
と
し
て
、
そ
の
診
療
録
等
に
関
す
る
二
三
条
照
会
に

対
し
弁
護
士
会
に
報
告
を
す
る
こ
と
及
び
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟

に
、
申
出
弁
護
士
が
参
加
し
、
上
記
報
告
を
求
め
る
権
利
を
自
ら
が

有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
①
判
決
は
、
二
三
条

照
会
は
照
会
事
項
の
報
告
請
求
権
を
弁
護
士
会
に
専
属
さ
せ
る
趣
旨

で
あ
り
、
参
加
人
は
上
記
報
告
請
求
権
を
有
し
な
い
し
、
報
告
拒
否

に
よ
り
、
仮
に
な
ん
ら
か
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
合

に
は
損
害
賠
償
請
求
等
の
方
法
に
よ
っ
て
救
済
を
求
め
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
ら
ず
に
上
記
報
告
義
務
を
参
加
人
と
原
告
ら
及
び
被

告
と
の
間
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
法
的
利
益
が
参
加
人
に
あ
る
と
は

到
底
認
め
ら
れ
ず
、
参
加
人
の
訴
え
は
確
認
の
利
益
を
欠
く
と
し
た
。

②
③
は
、
依
頼
者
の
妻
（
死
亡
）
を
搬
送
し
た
消
防
署
の
救
急
活
動

に
関
す
る
二
三
条
照
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
依
頼
者
及
び
申
出

弁
護
士
が
、
消
防
署
長
に
よ
る
報
告
拒
絶
が
違
法
で
あ
る
こ
と
の
確
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認
（
及
び
報
告
の
義
務
付
け
・
損
害
賠
償
）
を
求
め
、
市
を
被
告
と

し
て
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
で
あ
る
。
②
判
決
は
、
二
三
条
照

会
が
私
的
団
体
も
照
会
の
相
手
方
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
依
頼
者
等
と
被
照
会
者
の
関
係
は
「
公
法
上
の
法
律

関
係
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
訴
え
を
不
適
法
と
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
訴
え
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
よ
る
こ
と
以
上
に
、
紛
争

解
決
に
と
っ
て
有
効
・
適
切
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
民
事
訴

訟
と
し
て
も
確
認
の
利
益
を
欠
く
と
し
た
。
こ
の
判
断
を
③
判
決
も

是
認
す
る
。

　

④
⑤
は
、
依
頼
者
で
あ
っ
て
、
債
務
名
義
（
執
行
証
書
及
び
取
立

訴
訟
の
仮
執
行
宣
言
付
判
決
）
を
有
す
る
債
権
者
が
、
銀
行
を
被
告

と
し
て
、
債
務
者
等
の
預
金
口
座
に
関
す
る
二
三
条
照
会
に
対
し
報

告
義
務
が
あ
る
こ
と
の
確
認
（
及
び
損
害
賠
償
）
を
求
め
た
事
案
で

あ
る
。
④
判
決
は
、
被
告
は
「
公
法
上
の
義
務
と
し
て
」
照
会
事
項

の
報
告
義
務
を
負
い
、
そ
の
義
務
違
反
に
よ
り
、
債
務
名
義
を
有
す

る
原
告
の
強
制
執
行
に
よ
る
権
利
実
現
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

強
調
す
る
。
そ
し
て
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
が
「
国
民
の
実

効
的
な
権
利
救
済
の
実
現
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
」、
照
会
を
受

け
た
者
が
報
告
を
し
な
い
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
な
く
、
報
告
義
務

を
負
う
と
解
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
報
告
を
し
な
い
と
き
は
、
依

頼
者
は
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
と
し
て
、
報

告
義
務
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、「
国
民
の
実
効
的

な
権
利
救
済
を
図
る
べ
き
司
法
制
度
の
機
能
か
ら
み
て
」
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
確
認
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と

し
、
訴
え
を
適
法
と
し
た
。
し
か
し
、
⑤
判
決
は
、
確
認
の
利
益
を

否
定
す
る
。
理
由
は
、
概
ね
次
の
よ
う
で
あ
る
。
二
三
条
照
会
に
基

づ
く
法
律
関
係
は
、
弁
護
士
会
と
照
会
先
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
照

会
先
が
報
告
義
務
を
負
う
と
し
て
も
、
弁
護
士
会
に
対
す
る
「
一
般

公
法
上
の
義
務
」
に
す
ぎ
ず
、
報
告
を
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
は
、

依
頼
者
に
と
っ
て
は
「
反
射
的
利
益
に
す
ぎ
な
い
」
か
ら
、
報
告
の

拒
絶
に
よ
り
、
依
頼
者
の
権
利
又
は
法
律
関
係
に
危
険
や
不
安
が
現

に
存
在
す
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
依
頼
者
は
法
律
関
係
の
当
事

者
で
は
な
く
、
事
実
上
の
利
害
関
係
に
す
ぎ
な
い
者
が
他
人
間
の
法

律
関
係
に
つ
い
て
即
時
確
定
を
求
め
る
利
益
を
有
す
る
と
は
い
え
な

い
。
仮
に
、
依
頼
者
に
お
い
て
上
記
の
よ
う
な
危
険
又
は
不
安
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
除
去
の
た
め
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
等
に
よ
る

方
が
よ
り
有
効
・
適
切
で
あ
る
。
⑤
判
決
は
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、

な
お
、
本
件
確
認
の
訴
え
は
、
私
人
の
私
人
に
対
す
る
報
告
義
務
の

確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
控
訴
人
（
銀
行
）
の
報
告
拒

絶
を
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

「
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
」
と
み
る
余
地
は
な

い
と
す
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
依
頼
者
等
が
原
告
と
な
っ
て
い
る
二
三
条
照
会

に
対
す
る
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
、
従
来
の
裁
判
例
の

う
ち
、
④
判
決
は
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
と
し

て
適
法
と
す
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
訴
え
を
不
適
法
と
し
て
い
る
。

不
適
法
と
す
る
裁
判
例
は
、
確
認
の
利
益
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
、

損
害
賠
償
請
求
に
よ
る
方
が
有
効
・
適
切
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
点

で
は
、
共
通
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
理
由
づ
け
は
、
一
様
で
は
な
い
。

弁
護
士
会
が
原
告
と
な
っ
て
い
る
本
件
訴
え
と
の
関
係
で
、
と
く
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、
⑤
判
決
が
、
照
会
先
の
報
告
義
務
は
、
弁
護
士

会
に
対
す
る
「
一
般
公
法
上
の
義
務
」
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
上
で
、

依
頼
者
は
、
報
告
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
反
射
的
利
益
・
事
実
上

の
利
害
関
係
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
即
時
確
定
を
求
め
る
利
益
が
な

い
と
す
る
点
で
あ
る
。
一
方
、
本
件
の
原
判
決
は
、
弁
護
士
会
に
は
、

二
三
条
照
会
制
度
を
運
営
し
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
と
い
う
固

有
の
利
益
が
あ
り
、
報
告
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
法
的
に
保
護
す

べ
き
利
益
が
あ
る
と
み
る
。
な
お
、
原
判
決
が
、
報
告
義
務
の
確
認

の
訴
え
は
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に
は
該
当
し

な
い
と
し
た
判
断
に
関
し
て
は
、
後
述
三
で
触
れ
る
。

三　

学　

説

　

従
来
、
学
説
で
は
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
の
確
認
の

訴
え
の
適
法
性
に
関
す
る
議
論
は
、
乏
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
時

の
裁
判
例
の
動
き
、
と
く
に
本
件
第
一
次
上
告
審
判
決
を
機
に
、
そ

の
評
釈
を
中
心
と
し
て
、（
ⅰ
）
本
件
訴
え
の
適
法
性
、
換
言
す
れ

ば
、
弁
護
士
会
が
原
告
と
な
る
場
合
の
報
告
義
務
確
認
の
訴
え
の
適

法
性
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
説
が
多
数
説
と
み
ら
れ

る
。
積
極
説
に
は
、
報
告
義
務
が
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
と
し
て
適
法
と

す
る
も
の）

3
（

、
民
事
訴
訟
と
し
て
適
法
と
す
る
も
の）

（
（

、
民
事
訴
訟
か
行

政
訴
訟
か
に
つ
い
て
は
明
示
せ
ず
、
適
法
と
す
る
も
の）

（
（

が
あ
る
。
理

由
を
み
る
と
、
積
極
説
と
消
極
説
の
対
立
点
は
、
主
に
次
の
二
点
に

あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
第
一
は
、
政
策
的
な
観
点
で
あ
り
、
積
極
説

は
、
二
三
条
照
会
制
度
の
実
効
性
の
確
保
・
強
化
（
あ
る
い
は
確
認

訴
訟
の
紛
争
解
決
機
能
）
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
消
極
説）

（
（

は
、
二

三
条
照
会
を
任
意
の
協
力
を
基
礎
と
す
る
簡
易
な
情
報
収
集
手
段
と

位
置
付
け
、
他
の
情
報
収
集
制
度
と
の
均
衡
・
役
割
分
担
を
重
視
す

る
。
第
二
は
、
確
認
判
決
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
（
報
告
拒
絶
に
よ

り
危
険
・
不
安
が
生
じ
て
い
る
）
原
告
す
な
わ
ち
弁
護
士
会
の
法
的

利
益
に
つ
い
て
で
あ
り
、
消
極
説
は
、
こ
れ
を
想
定
し
難
い
（
弁
護

士
会
は
報
告
事
項
に
関
し
て
直
接
の
利
害
関
係
を
有
す
る
わ
け
で
な

い
）
と
す
る
の
に
対
し
、
積
極
説
は
、
弁
護
士
会
に
は
、
二
三
条
照

会
制
度
の
運
営
主
体
と
し
て
適
時
に
報
告
を
受
け
る
利
益
が
あ
る
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（
抽
象
的
と
の
批
判
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
具
体
的
な
法
的
利
益

で
あ
る
）
と
す
る
。

　

な
お
、（
ⅱ
）
依
頼
者
（
等
）
が
原
告
と
な
る
報
告
義
務
確
認
の

訴
え
の
適
法
性
に
関
し
て
も
、
依
頼
者
（
等
）
の
利
益
に
つ
い
て
考

え
方
が
対
立
す
る）

7
（

。
依
頼
者
（
等
）
は
報
告
を
求
め
る
実
質
的
な
主

体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
告
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
依
頼
者

（
等
）
の
利
益
を
実
質
的
な
も
の
と
し
て
重
視
し
、
確
認
判
決
に
よ

り
保
護
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
法
的
利
益
で
あ
る
と
み
る
立
場）

8
（

と
、

上
述
二
の
⑤
判
決
の
よ
う
に
、
報
告
義
務
は
弁
護
士
会
と
照
会
先
の

法
律
関
係
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
報
告
を
受
け
る
依
頼
者

（
等
）
の
利
益
は
反
射
的
（
間
接
的
又
は
事
実
上
の
）
利
益
に
と
ど

ま
る
と
の
立
場
が
あ
る）

9
（

。（
ⅰ
）
に
つ
き
積
極
説
に
立
つ
も
の
も
、

依
頼
者
の
利
益
を
反
射
的
利
益
に
と
ど
ま
る
と
の
立
場
に
立
て
ば
、

（
ⅱ
）
に
つ
き
消
極
説
に
立
つ
こ
と
に
な
る）

（1
（

。

　

二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
は
、
公
法
上
の

法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
か
、
民
事
訴
訟
か
と
い
う
議
論
に

つ
い
て
は
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
を
ど
の
よ

う
に
解
す
る
か
と
い
う
問
題
の
ほ
か
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告

義
務
が
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
問
題
に
な
る
。

こ
の
報
告
義
務
が
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
承
認
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ）

（（
（

、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
二
三
条
照
会
が
公
益
に

係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
弁
護
士
会
の
公
共
的
性
格
が
挙
げ
ら
れ
る）

（1
（

。

報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
は
民
事
訴
訟
で
あ
る
と
す
る
立
場
の
中
で

も
、
上
記
積
極
説
に
立
つ
も
の
は
、
報
告
義
務
が
行
政
処
分
等
の
行

政
特
有
の
諸
行
為
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
等
を
理
由
と
す
る）

（1
（

の
に
対
し
、
上
記
消
極
説
に
立
つ
も
の
は
、
こ
こ
に
い
う
公
法
上
の

義
務
と
は
「
具
体
的
な
権
利
義
務
で
な
い
と
い
う
以
上
の
積
極
的
な

意
味
づ
け
（
弁
護
士
会
や
照
会
先
に
公
的
性
格
を
認
め
る
、
照
会
や

報
告
を
公
権
力
の
行
使
と
み
る
等
）
は
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う）

（1
（

。

　

原
判
決
が
、
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
は
公
法
上
の
法
律
関
係
に

関
す
る
確
認
の
訴
え
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
判
断
に
関
し
て
も
、

便
宜
上
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
。
原
審
に
お
い
て
、
報
告
義
務
の
確

認
の
訴
え
が
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
か
民
事

訴
訟
か
が
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
前
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
事
訴

訟
に
実
質
的
当
事
者
訴
訟
を
併
合
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
逆
併
合
）

の
可
否
、
ま
た
、
控
訴
審
に
お
け
る
訴
え
の
追
加
的
変
更
に
は
相
手

方
の
同
意
を
要
す
る
と
の
判
例
（
最
判
平
成
五
年
七
月
二
〇
日
民
集

四
七
巻
七
号
四
六
二
七
頁
）
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
こ
と
に
起
因

す
る
。
原
判
決
の
上
記
判
断
に
つ
い
て
は
、
行
政
法
の
学
者
か
ら
概

ね
肯
定
的
な
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
ま
ず
、
原
判
決
が
、
二
三
条

照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
が
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

本
件
訴
え
が
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に
該
当
す
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る
か
否
か
の
問
題
を
切
り
離
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
い

う
公
法
上
の
義
務
に
つ
い
て
厳
密
な
検
討
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
適
切
で
あ
る
と
い
う
。
次
に
、
原
判
決
の
判
断
は
、

実
質
的
当
事
者
訴
訟
を
、
行
政
処
分
以
外
の
行
政
過
程
の
行
為
に
対

す
る
救
済
手
段
と
す
る
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
、
公
法
上
の
法
律
関

係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
が
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
例
示
と
し
て
加

え
ら
れ
た
平
成
一
六
年
の
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
原
判
決
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
機
能
的
ア

プ
ロ
ー
チ
（
公
法
・
私
法
の
区
別
に
よ
り
実
質
的
当
事
者
訴
訟
と
民

事
訴
訟
を
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
手
続
を

適
用
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
法
律
関
係
を
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
対

象
と
す
べ
き
も
の
と
す
る
）
を
用
い
た
貴
重
な
例
と
も
い
う
。

四　

本
判
決
の
検
討

　

本
判
決
は
、
弁
護
士
会
に
よ
る
報
告
義
務
の
確
認
を
求
め
る
訴
え

は
確
認
の
利
益
を
欠
く
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
づ
け
は
、
必
ず
し
も

わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
い）

（1
（

。
本
判
決
の
匿
名
コ
メ
ン
ト）

（1
（

は
、

「
確
認
の
利
益
は
確
認
判
決
を
求
め
る
法
律
上
の
利
益
で
あ
る
と
し

た
上
、
二
三
条
照
会
の
相
手
方
に
報
告
義
務
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
判
決
の
効
力
が
報
告
義
務
に
関
す
る
法
律
上
の
紛
争
の
解
決
に
資

す
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
」
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
当
事

者
間
の
紛
争
が
確
認
判
決
に
制
度
上
認
め
ら
れ
た
法
的
な
効
力
に

よ
っ
て
解
決
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
趣
旨
」

と
す
る
。
ま
た
、
報
告
義
務
の
存
在
を
確
認
す
る
判
決
が
確
定
し
て

も
、
弁
護
士
会
は
専
ら
任
意
の
履
行
に
期
待
す
る
ほ
か
は
な
い
旨
の

判
示
に
照
ら
す
と
、「
確
認
判
決
に
当
事
者
間
の
紛
争
を
解
決
す
る

法
的
な
効
力
が
何
ら
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
専
ら
当
事
者
が
確
認

判
決
に
従
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
実
上
の
期
待
の
み
を
理
由
と
し
て

確
認
の
利
益
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
」
で
あ
っ
て
、

「
紛
争
の
前
提
な
い
し
一
部
分
が
確
認
判
決
の
法
的
な
効
力
に
よ
っ

て
解
決
さ
れ
得
る
よ
う
な
場
合
に
、
確
認
の
利
益
を
否
定
す
る
趣
旨

で
は
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

本
判
決
に
対
し
て
は
、
確
認
訴
訟
の
紛
争
解
決
機
能
を
狭
め
る
も

の
と
し
て
、
強
い
批
判
が
あ
る
。
前
記
積
極
説
の
論
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と）

（1
（

、
前
記
消
極
説
の
論
者
も
、「
確
認
の
訴
え
の
意
義
は
確
認

判
決
を
得
た
当
事
者
の
行
動
を
方
向
づ
け
る
こ
と
で
紛
争
の
解
決
や

未
然
防
止
を
可
能
と
す
る
点
に
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
任
意
履
行
へ

の
期
待
を
一
切
評
価
し
な
か
っ
た
点
に
は
賛
同
で
き
な
い
し
、
確
認

の
利
益
の
判
断
に
お
い
て
一
般
化
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
」
と
い
う）

（1
（

。

私
見
も
、
こ
う
し
た
批
判
に
賛
成
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
批
判
の
一
つ
と

し
て
、
従
来
の
最
高
裁
判
例
は
、
確
認
判
決
に
従
い
、
任
意
に
履
行

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
の
事
情
を
前
提
に
確
認
の
利
益
を
認
め
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て
い
る
か
ら
、
本
判
決
は
こ
れ
と
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批

判
が
あ
り
、
上
記
判
例
の
一
例
と
し
て
、「
遺
留
分
権
利
者
か
ら
遺

留
分
減
殺
請
求
を
受
け
た
受
遺
者
等
が
、
民
法
一
〇
四
一
条
所
定
の

価
額
を
弁
償
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
が
、
遺
留
分
権
利
者
か
ら

目
的
物
の
現
物
返
還
請
求
も
価
額
弁
償
請
求
も
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
お
い
て
、
弁
償
す
べ
き
額
に
つ
き
当
事
者
間
に
争
い
が
あ
り
、
受

遺
者
等
が
判
決
に
よ
っ
て
こ
れ
が
確
定
さ
れ
た
と
き
は
速
や
か
に
支

払
う
意
思
が
あ
る
旨
を
表
明
し
て
、
弁
償
す
べ
き
額
の
確
定
を
求
め

る
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
は
、
受
遺
者
等
に
お
い
て
お
よ
そ
価
額
を

弁
償
す
る
能
力
を
有
し
な
い
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
上

記
訴
え
に
は
確
認
の
利
益
が
あ
る
」
と
判
示
し
た
最
判
平
成
二
一
年

一
二
月
一
八
日
民
集
六
三
巻
一
〇
号
二
九
〇
〇
頁
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
）
1（
（

。
本
判
決
の
匿
名
コ
メ
ン
ト
は
、
前
掲
平
成
二
一
年
最
判
に
つ
い

て
は
、
価
額
弁
償
す
べ
き
額
を
確
定
す
る
判
決
が
確
定
し
た
後
も

「
価
額
弁
償
が
さ
れ
ず
に
遺
留
分
権
利
者
が
改
め
て
訴
訟
を
提
起
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
訴
訟
に
お
け
る
価
額
弁
償
の
額

の
判
断
は
上
記
確
定
判
決
の
既
判
力
に
よ
る
拘
束
を
受
け
る
旨
の
指

摘
も
さ
れ
て
い
る
（
市
川
多
美
子
「
判
解
」
平
成
二
一
年
度
最
判
解

〔
民
事
篇
〕（
下
）
一
〇
三
八
頁
）」
と
し
て
お
り）

11
（

、
前
掲
平
成
二
一

年
最
判
は
、
紛
争
の
一
部
が
「
確
認
判
決
の
法
的
な
効
力
に
よ
っ
て

解
決
さ
れ
得
る
よ
う
な
場
合
」
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
の
説
明
は
、
形
式
論
的
な
辻
褄
合
わ
せ
の
感
が
拭
え
な
い
。

　

本
判
決
は
、
報
告
義
務
の
存
在
を
確
認
す
る
判
決
の
既
判
力
が
、

第
三
者
の
照
会
先
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
及
ば
な
い
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る）

11
（

が
、
し
い
て
い
え
ば
、
第
三
者
か
ら
の
損

害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
、
こ
の
「
確
認
判
決
の
法
的
な
効
力
に

よ
っ
て
解
決
さ
れ
得
る
よ
う
な
場
合
」
が
、
全
く
想
定
で
き
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
前
記
積
極
説
か
ら
は
、
報
告
義
務
確
認
訴
訟
に
お
い

て
、
報
告
に
よ
り
秘
密
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
照
会
先
に
損
害

賠
償
請
求
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
者
に
対
し
て
訴
訟
告
知
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
敗
訴
し
て
報
告
を
し
た
場
合
、
拒
絶
す
る
正
当
な
理
由

が
な
い
こ
と
に
参
加
的
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

の
指
摘
が
あ
る）

11
（

。
本
判
決
の
論
理
が
匿
名
コ
メ
ン
ト
の
い
う
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
上
記
訴
訟
告
知
が
あ
る
場
合
に
は
、
確
認

の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
、
私
見
は
、
前
記
消
極
説
に
与
し
、
本
判
決
の
結
論
に

は
賛
成
す
る
。
本
判
決
も
い
う
よ
う
に
、
二
三
条
照
会
は
、
弁
護
士

の
職
務
の
公
共
性
に
鑑
み
、
広
く
公
私
の
団
体
に
広
範
な
事
項
の
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、

消
極
説
が
い
う
よ
う
に
、
任
意
の
協
力
を
基
礎
と
す
る
情
報
収
集
手

段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
二
三
条
照
会
に
対
す

る
報
告
義
務
が
公
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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一
般
的
・
抽
象
的
な
義
務
に
と
ど
ま
り
、
裁
判
所
に
よ
り
存
否
を
確

定
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
よ
う
な
具
体
的
な
義
務
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
⑤
判
決
が
「
一
般
公
法
上
の
義
務
」
と
い

う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

11
（

。
ま
た
、
弁

護
士
会
は
二
三
条
照
会
制
度
の
運
営
主
体
と
し
て
報
告
を
受
け
る
利

益
が
あ
る
と
い
え
る
に
し
て
も
、
こ
れ
は
抽
象
的
な
利
益
に
と
ど
ま

り
、
依
頼
者
等
も
、
報
告
を
求
め
る
実
質
的
な
主
体
で
あ
る
に
し
て

も
、
照
会
権
限
を
有
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
報
告
を
受
け
る
こ
と
に

つ
き
、
間
接
的
な
利
益
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
弁
護
士
会
も
依
頼
者
等
も
、
報
告
の
拒
絶
に
よ
り
不
安

に
さ
ら
さ
れ
る
利
益
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
利
益

と
ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
二
三
条
照

会
に
対
す
る
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
確
認
の
対
象

が
具
体
的
な
権
利
又
は
法
律
関
係
で
は
な
く
、
法
律
上
の
争
訟
（
裁

判
所
法
三
条
一
項
）
に
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か）

11
（

、
あ
る
い
は
、

そ
う
ま
で
は
い
え
な
い
と
し
て
も
、
上
述
の
こ
と
か
ら
、
即
時
確
定

の
利
益
を
欠
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
の
適
法
性
に
関

し
、
本
判
決
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
㋐
こ
の
訴
え
が
民
事
訴
訟
で

あ
る
と
し
て
、
原
告
が
依
頼
者
等
の
場
合
は
ど
う
か
、
ま
た
、
㋑
公

法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
、
上
述
の
理
由
か
ら
、
い
ず
れ
の
場

合
も
不
適
法
と
解
す
る
が
、
最
高
裁
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
判
決
及
び
本
件
に
関
す
る
対
応
に
鑑
み
、
憶
測
す

る
と
、
報
告
を
拒
絶
す
る
行
為
が
依
頼
者
等
に
対
し
て
も
不
法
行
為

を
構
成
し
な
い
と
す
る
立
場
を
と
る
な
ら
ば）

11
（

、
㋐
に
つ
い
て
は
、
本

件
訴
え
と
同
様
、
確
認
の
利
益
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本

件
で
Ａ
の
訴
訟
承
継
人
の
上
告
及
び
上
告
受
理
申
立
て
が
斥
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
最
高
裁
は
、
上
記
不
法
行
為
の
成
立
に

消
極
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
㋑

に
つ
い
て
は
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に
お
い

て
も
確
認
の
利
益
が
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
、
こ
の
訴
え
に
は
、
取
消

判
決
が
関
係
行
政
庁
を
拘
束
す
る
旨
の
規
定
は
準
用
さ
れ
る
（
行
訴

三
三
条
一
項
・
四
一
条
一
項
）
に
し
て
も
、
対
世
効
を
認
め
る
規
定

（
同
三
二
条
）
は
準
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
民
事
訴
訟
の

場
合
と
同
様
、
行
政
訴
訟
と
し
て
も
、
報
告
義
務
の
確
認
の
訴
え
に

つ
い
て
確
認
の
利
益
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
原
判
決
及
び
そ
の
評
価
に
鑑
み
る
と
、
そ
も
そ
も
、
報
告
義

務
の
確
認
の
訴
え
が
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に

該
当
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

二
三
条
照
会
の
実
効
性
確
保
の
対
策
と
し
て
は
、
一
般
に
説
か
れ



法学研究 93 巻 2 号（2020：2）

128

る
よ
う
に
、
協
議
や
協
定
を
通
じ
て
、
任
意
の
協
力
を
得
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
よ
う）

11
（

。
ま
た
、
強
制
執
行
の
た
め
の
情
報
取
得
に
関
し
て

は
、
最
近
の
民
事
執
行
法
の
改
正
に
よ
り
、
財
産
開
示
の
申
立
て
に

必
要
と
さ
れ
る
債
務
名
義
の
種
類
の
制
限
が
外
さ
れ
る
（
改
正
後
の

民
執
法
一
九
七
条
一
項
柱
書
）
と
共
に
、
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得

手
続
が
新
設
さ
れ
て
い
る
（
同
二
〇
四
条
以
下
）。
も
っ
と
も
、
本

件
で
問
題
に
な
っ
た
動
産
執
行
の
た
め
の
債
務
者
の
住
居
所
の
情
報

は
対
象
外
で
あ
り
、
立
法
に
よ
る
手
当
て
を
更
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る）

11
（

。
（
1
）　

本
判
決
の
匿
名
コ
メ
ン
ト
・
金
判
一
五
六
七
号
一
一
頁
参
照
。

な
お
、
こ
こ
に
い
う
本
判
決
の
匿
名
コ
メ
ン
ト
は
、
金
判
同
号
八

頁
以
下
の
ほ
か
、
判
時
二
四
一
〇
号
二
八
頁
以
下
や
判
タ
一
四
六

〇
号
五
一
頁
以
下
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
金
判
で
引

用
す
る
。

（
2
）　

こ
の
ほ
か
、
依
頼
者
が
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
拒
絶
を

不
法
行
為
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
中
間
確
認
の

訴
え
と
し
て
、
報
告
義
務
の
確
認
を
求
め
た
事
案
の
裁
判
例
と
し

て
、
東
京
地
判
平
成
二
六
年
七
月
二
二
日
金
判
一
四
五
二
号
五
〇

頁
、
同
平
成
二
六
年
八
月
七
日
金
判
一
四
五
二
号
五
八
頁
、
同
平

成
二
七
年
三
月
二
七
日
判
時
二
二
六
〇
号
七
〇
頁
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
報
告
義
務
の
存
否
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
存
否
の
前
提

問
題
で
は
な
い
と
し
て
、
中
間
確
認
の
訴
え
を
不
適
法
と
し
て
い

る
。

（
3
）　

伊
藤
眞
「
弁
護
士
会
照
会
の
法
理
と
運
用
」
金
法
二
〇
二
八
号

（
二
〇
一
五
年
）
二
一
頁
（
も
っ
と
も
、
同
・
後
掲
注（
（
）一
八
頁

は
、
行
政
訴
訟
に
よ
る
こ
と
に
消
極
的
）、
笠
井
正
俊
「
判
批
」
金

法
二
〇
七
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
七
七
頁
、
栗
田
隆
「
判
批
」
関

法
六
七
巻
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
六
五
三
頁
。

（
（
）　

酒
井
博
行
「
弁
護
士
会
照
会
に
対
す
る
報
告
拒
絶
と
報
告
義
務

の
確
認
の
訴
え
」
北
海
学
園
大
学
法
学
部
五
〇
周
年
記
念
論
文
集

（
二
〇
一
五
年
）
二
五
九
頁
以
下
及
び
二
七
〇
頁
、
同
『
民
事
手
続

と
当
事
者
主
導
の
情
報
収
集
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
二
九
五

頁
以
下
（
同
「
判
批
」
新
・
判
例W

atch

二
五
号
〔
二
〇
一
九
年
〕

一
五
七
頁
以
下
も
参
照
）、
加
藤
新
太
郎
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
八

九
号
（
二
〇
一
七
年
）
八
九
頁
、
同
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
〇
九

号
（
二
〇
一
七
年
）
七
一
頁
（
同
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
四
一
号

〔
二
〇
一
九
年
〕
一
〇
一
頁
以
下
も
参
照
）、
伊
藤
眞
「
弁
護
士
会

照
会
運
用
の
今
後
」
金
法
二
一
一
五
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
八
頁

及
び
一
九
頁
、
名
津
井
吉
裕
「
判
批
」
金
法
二
一
二
一
号
（
二
〇

一
九
年
）
七
五
頁
以
下
。
川
嶋
四
郎
「
判
批
」
法
セ
七
五
一
号

（
二
〇
一
七
年
）
一
二
〇
頁
は
、
民
事
訴
訟
が
可
能
と
し
た
上
で
、

「
状
況
関
係
的
に
確
認
判
決
が
規
範
的
情
報
を
提
供
で
き
る
場
合
に

は
、
そ
の
利
益
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
（
同
「
判
批
」

法
セ
七
七
七
号
〔
二
〇
一
九
年
〕
一
二
四
頁
は
、
消
極
説
に
好
意
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的
に
も
み
え
る
）。

（
（
）　

工
藤
敏
隆
「
判
批
」
法
研
九
〇
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
七
年
）
一

二
〇
頁
、
安
西
明
子
「
判
批
」
新
・
判
例W

atch

二
〇
号
（
二
〇

一
七
年
）
一
九
二
頁
（
個
別
事
案
で
弁
護
士
会
の
具
体
的
手
続
過

程
を
審
査
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
）、
上
田
竹
志
「
判
批
」
法
セ
七

五
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
八
頁
（
民
事
訴
訟
を
前
提
と
す
る

趣
旨
か
）
等
。

（
（
）　

飯
畑
正
男
『
照
会
制
度
の
実
証
的
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
一

九
八
四
年
）
二
五
〇
頁
、
今
津
綾
子
「
判
批
」
リ
マ
ー
ク
ス
五
〇

号
（
二
〇
一
五
年
）
一
二
四
頁
、
同
「
判
批
」
判
評
七
一
四
号
一

七
頁
、
同
「
判
批
」
法
教
四
六
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
六
頁
。

竹
部
晴
美
「
判
批
」
新
・
判
例W

atch
二
三
号
（
二
〇
一
八
年
）

一
五
五
頁
も
同
旨
か
（
た
だ
し
、
同
・
一
五
六
頁
は
本
判
決
の
原

審
の
結
論
に
「
反
対
な
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
）。
濱
崎
緑
「
弁

護
士
会
照
会
に
報
告
す
る
義
務
と
確
認
の
利
益
」
熊
法
一
四
五
号

（
二
〇
一
九
年
）
二
六
五
頁
以
下
。

（
7
）　

報
告
拒
絶
を
不
法
行
為
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
て
も
、

同
様
の
対
立
が
あ
る
。
伊
藤
・
前
掲
注（
3
）二
一
頁
、
酒
井
・
前

掲
注（
（
）『
民
事
手
続
と
当
事
者
主
導
の
情
報
収
集
』
三
〇
四
頁
等

参
照
。

（
8
）　

酒
井
・
前
掲
注（
（
）『
民
事
手
続
と
当
事
者
主
導
の
情
報
収
集
』

三
一
一
頁
等
。

（
9
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
3
）二
一
頁
。

（
10
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
3
）二
一
頁
。

（
11
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
3
）一
五
頁
、
笠
井
・
前
掲
注（
3
）七
五
頁
。

（
12
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
3
）一
五
頁
、
同
・
前
掲
注（
（
）一
七
頁
、
工

藤
・
前
掲
注（
（
）一
一
四
頁
。

（
13
）　

酒
井
・
前
掲
注（
（
）『
民
事
手
続
と
当
事
者
主
導
の
情
報
収
集
』

二
九
五
頁
以
下
。

（
1（
）　

今
津
・
前
掲
注（
（
）リ
マ
ー
ク
ス
一
二
四
頁
。
飯
畑
・
前
掲
注

（
（
）二
五
〇
頁
も
、
二
三
条
照
会
に
対
す
る
報
告
義
務
を
抽
象
的

な
も
の
と
い
う
。
な
お
、
飯
畑
・
前
掲
注（
（
）一
八
三
頁
以
下
に
、

二
三
条
照
会
と
類
似
す
る
制
度
の
う
ち
、
調
査
嘱
託
（
民
訴
一
八

六
条
〔
旧
民
訴
二
六
二
条
〕）、
刑
事
訴
訟
法
上
の
捜
査
機
関
に
よ

る
照
会
（
刑
訴
一
九
七
条
二
項
）
及
び
裁
判
所
に
よ
る
照
会
（
同

二
七
九
条
）
に
関
し
、
報
告
義
務
の
存
否
・
根
拠
に
関
す
る
学
説

の
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
1（
）　

北
島
周
作
「
判
批
」
リ
マ
ー
ク
ス
五
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一

一
四
頁
以
下
。

（
1（
）　

確
認
の
利
益
の
判
断
は
、
一
般
に
、
方
法
選
択
の
適
否
・
対
象

選
択
の
適
否
・
即
時
確
定
の
利
益
の
観
点
（
フ
ァ
ク
タ
ー
）
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
研
究
会
で
は
、
本
判
決
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
用
い
て
、
確
認
の
利
益
を
否
定
し
た
か
明
ら
か

で
な
い
こ
と
が
一
つ
の
問
題
と
な
っ
た
。
筆
者
と
し
て
は
、
即
時

確
定
の
利
益
を
否
定
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
三
木
浩

一
教
授
か
ら
は
、
方
法
の
適
否
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
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（
確
認
の
訴
え
と
い
う
方
法
が
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
、

適
切
な
方
法
を
提
示
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
こ
れ

を
提
示
し
て
い
な
い
）
と
の
御
教
示
を
頂
い
た
。
本
判
決
は
即
時

確
定
の
利
益
を
否
定
し
た
も
の
と
す
る
見
解
と
し
て
、
酒
井
・
前

掲
注（
（
）新
・
判
例W

atch

一
五
六
頁
、
加
藤
・
前
掲
注（
（
）Ｎ

Ｂ
Ｌ
一
一
四
一
号
一
〇
三
頁
等
。
名
津
井
・
前
掲
注（
（
）七
七
頁

は
、
本
判
決
に
つ
い
て
、
強
制
で
き
な
い
義
務
は
義
務
で
は
な
い

と
す
る
見
解
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
す
る
と
、
本
来

な
ら
対
象
選
択
の
適
否
を
問
題
に
す
べ
き
と
こ
ろ
、
二
三
条
照
会

の
存
在
意
義
を
否
定
す
る
意
味
合
い
が
強
く
な
る
の
を
避
け
る
た

め
、
確
認
判
決
の
紛
争
解
決
機
能
の
角
度
か
ら
確
認
の
利
益
を
否

定
す
る
書
き
振
り
を
採
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

（
17
）　

金
判
一
五
六
七
号
一
一
頁
。
な
お
、
前
掲
注（
1
）参
照
。

（
18
）　

加
藤
・
前
掲
注（
（
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
四
一
号
一
〇
四
頁
、
酒
井
・

前
掲
注（
（
）新
・
判
例W

atch

一
五
八
頁
、
伊
藤
・
前
掲
注（
（
）

二
〇
頁
、
名
津
井
・
前
掲
注（
（
）七
七
頁
。

（
19
）　

今
津
・
前
掲
注（
（
）法
教
一
三
六
頁
。

（
20
）　

給
付
の
訴
え
に
お
い
て
、
強
制
執
行
が
で
き
な
い
場
合
で
も
訴

え
の
利
益
を
認
め
る
の
が
、
判
例
（
大
判
大
正
八
年
一
一
月
二
六

日
民
録
二
五
輯
二
一
二
四
頁
等
）・
通
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
任
意

の
履
行
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
21
）　

酒
井
・
前
掲
注（
（
）新
・
判
例W

atch

一
五
七
頁
。

（
22
）　

金
判
一
五
六
七
号
一
〇
頁
。

（
23
）　

本
判
決
の
匿
名
コ
メ
ン
ト
・
金
判
一
五
六
七
号
一
一
頁
は
、
原

判
決
が
、
本
件
確
認
請
求
の
認
容
判
決
に
よ
り
、
Ｙ
が
第
三
者
か

ら
損
害
賠
償
請
求
を
さ
れ
て
も
、
違
法
性
が
な
い
こ
と
を
理
由
に

拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
既
判
力
が
及
ば
な
い

こ
と
か
ら
、
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
言
及
す
る
。

（
2（
）　

笠
井
・
前
掲
注（
3
）七
七
頁
。
な
お
今
津
・
前
掲
注（
（
）判
評

一
六
五
頁
。

（
2（
）　

調
査
嘱
託
（
民
訴
一
八
六
条
）
に
つ
い
て
は
、
内
国
の
嘱
託
先

は
嘱
託
に
応
ず
べ
き
「
一
般
公
法
上
の
義
務
」
を
負
う
の
が
通
説

と
さ
れ
る
。
高
田
裕
成
ほ
か
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
第
（
巻
』（
有

斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
一
六
四
頁
〔
濱
本
章
子
〕。

（
2（
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
3
）七
頁
は
、
報
告
義
務
確
認
訴
訟
に
関
す
る

検
討
の
対
象
は
、
狭
義
の
訴
え
の
利
益
と
い
う
よ
り
、
報
告
義
務

が
具
体
的
権
利
義
務
か
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
争
い
が
法
律
上
の
争
訟

か
、
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に
該
当
す
る
か

で
あ
る
と
い
う
。

（
27
）　

報
告
を
拒
絶
す
る
行
為
が
依
頼
者
等
に
対
す
る
関
係
で
不
法
行

為
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
、
本
件
第
一
次
上
告
審
判
決
の
調
査

官
解
説
は
、
私
見
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
消
極
的
な
見
解
を
示
し

て
い
る
（
報
告
を
受
け
る
利
益
そ
の
も
の
が
法
律
上
保
護
さ
れ
る

利
益
に
当
た
る
と
の
見
解
は
、
採
用
し
難
い
と
す
る
。
不
法
行
為

が
成
立
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
の
見
解
ま
で
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
）。
齋
藤
毅
「
判
解
」
平
成
二
八
年
度
最
判
解
民
事
篇
四
五
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五
頁
。

（
28
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
3
）二
二
頁
、
伊
藤
・
前
掲
注（
（
）二
一
頁
以

下
（
仲
裁
の
活
用
も
提
言
す
る
）、
今
津
・
前
掲
注（
（
）判
評
一
六

四
頁
、
齋
藤
・
前
掲
注（
27
）四
五
〇
頁
等
。

（
29
）　

研
究
会
に
お
け
る
御
教
示
に
負
う
。

〔
追
記
〕　

脱
稿
後
に
、
今
津
綾
子
「
判
批
」
民
商
一
五
五
巻
五
号
（
二

〇
一
九
年
）
一
〇
一
五
頁
以
下
に
接
し
た
。

大
濱　

し
の
ぶ


